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1.はじめに
テストは､侶頼性と妥当性でいかに優れていても､実川性に乏しくてはその価僻は半減すると言
わざるを得ないであろう｡そのテストが､能力テストであろうと学力テストであろうと､それを行
うものが､許容される一定時間の中で､テストを実施し､測定し､評価ができなければならないと
言える｡そして､この実施から評価までの過程は､公平で客観的であることが必要である｡
このようなことを考えた場合､ClozeTest(以下CTと書く)は､通常ある文章の中からN番目
に当たる単語を消去し､被験者にそれを埋めさせるという方法を取り､極めて客搬的で機械的に行
いうるテストである｡従って､CTは他の形式のテストと比較すると､実用性の面で利点が多いと
言える｡
CTは､総令的に言語能力を測定するのに良い方法であるという報告が多く出されているが､こ
れ迄のものは readingを中心とするものであった｡この小論では listeningにCTを利用出来る
かどうか､またその有効性についても考えていきたいと思う｡
2.背景および先行文献研究
CTは､Taylor(1953)によって開発され､貝初は読解力の測定に使用されたテス トである｡これ
は､ゲシュタルト心理学の "closlre"という語の概念､つまり不完全な円や模様を見れば､完全な
形に修得したくなる人間の心理を応川して､文車中の空所を再生､補充するものである｡このよう
なifi;g三､補充作業が成功するためには､文法の知識や語句力を伴った言語能力や様々な思考力 (類
推､分析､統合､帰納､演梓など)に支えられた予測能力 (expectancies)を必要とすると思われ
る｡そして､これらの能力が言語の持つ余剰性 (reduldancy)に助けられ､総合的に動員された時
に再生が可能になると考えられる｡ (は 1)
CTの方法について､011er(1979)は fixed-ratiomcLhodと variable-ratiomethodをあげて
いる｡ (注 2) 前者はある一節のN番目ごとの単語を削除するもので､後者は特定の意図を基盤
に空所を設けるものである｡しかし､特定の品詞や文草を理解する上で重要と思われる単語を予め
消去する方法は､文章の特定の部分のみに焦点を当てることになり､当該文章全体の難易度を決定
する際に客紋性を維持する妨げになると思われる｡また､ある文章の中から特定の基準に基づいて
単語群を選択することは､それだけで主税性を介入させることにつながるだけでなく､その時の主
観的判断は､別の文章には応用できないことから､客観性を欠くことになる｡これらのことから､
fixed-ratiomethodが良いと考え､この小論の中のテストはこの方法を採用している｡
また､採点方法は Exact-wordmethod(以下E.W.と書く)､Acceptable-wordmethod(以下
A.W.と書く)が考えられる｡LangeandClausing(1981)は NthClozeFormatについて E.
W.による ExactScoringおよび A.W.による AcceptableScoringにより採点を行った場合
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の信頼度係数を示している｡いずれの採点法でも .83と信頼性は高いと言えるようである｡
Re l iability Coeffic ien ts for Nth F o rmat
Spcarman-Brown GunmanSplitflalf
NthFormat
ExactScoring .83
AcceptableScoring .83
(注 3)
さて､E.W.というのは正語法とも訳されているように､省噸した語以外は正答と認めない採
点方法である｡そして､A.W.は適語法と言われるように､内容から判断して､適当と思われる
語を正答とする採点方法である｡例えば､
Howlongdoesitt,akeyouto( )tothetown?...
この文において､E.W.は getであるが､A.W.では､goも正答である｡この小論の中では
A.W.を採用した｡これは上述のように､E.W.も A.W.もあまり変わらないが､Miller
andColeman(1967),Klareetal(1972),011er(1972),ⅣaccaratoandGilmore(1976)によると､
A.W.の方がより正確に英語の総合能力を測定できるという事実 (注 4)にもよるものである｡
また､listeningclozeを与える方法は､011e■r(1979)や Templeton(1977)がある｡そして､
Oller(1979)は､次のように示している｡(7t,hword)
Eachyearsincethe1960ShospitalsintheUnitedStateshavehadtoaccommodate
aboutonemillionsadditional/(paticnLs).Asaresult,hospitalsacrossthe/(country)
havescarchcdfornewwaysto/(be)norccfficicntinordertoprovide/(the)best
possiblepatientcare. (注 5)
TempleLon(1977)は､ポーズを文単位で同き､解答ポーズの長さは4秒としている｡点線はブラ
ンク､//はポーズの箇所である｡ (15thword)
Bywayofintroduction,let'ShavesomeinformationonjusthowfarBritrishindustry
.‥‥‥‥ Commercehavebeencomputerlsed.//tIowmanymachinesareinuseherecompared
Withother‥‥...‥ oftheworld?//Well,thestatisticsofnationalcomputer
populationsarcnotoriotJSlydifficulH o････････.･//Difrcrcnccsinthewaysdifferent
countriesmakeuptheirfiguresleadtofurtherproblcns‥.......makingcomparisons.//
IJ (注 6)
また､Templetol(1977)は､英国の大学に入学して来る外国人留学生にCTを行い､次の様な結
米を報浩している｡
Validitycoerricients againstsections oran Englishexamination
Essay Grammar Reading Vocab. Aural
cloze .62 .67 .54 .80
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(寺圭7)
日本人の高校生の場合はどうであろうか｡phonologicalbarriersの問歴などデータをもとに考
察 してみたい｡
それでは､listeningclozeの長所と短所について考えてみよう｡まず､長所は､ (1)客観性
がある｡ (2)項目を多く含むことができる｡ (3)N番目ということで作成が簡単である｡ (4)
採点が正確で早 くできる｡ (5)空所の場所を変えることにより､同じテストを何回も使用できる｡
短所は､録音に際して､beepsを入れるのに技術面で時間を要することがある｡しかし､慣れれば
困難なことではないし､AETと協力してやればより容易に行うことができる｡
CTは､空所の箇所で expectancicsを必要とする点で readingclozeも listeningclozeも
共通点を持つが､後者の場合は耳で開くだけであるので､自分で文章を聞き返 したりすることがで
きず､類推の cluesも掴みにくいし､shorttermmemoryや concentrationが強 く要求されると
思われる｡従って､readingclozcより易しいレベルの教材を用いたり､復習用として用いるのが
適当であると考えられる｡
3.実践研究
3.1 仮説
(1)Clozetestは英語の学力を測定するのに有効な方法である｡
(2)Listeningclozeも phonologicalbarriersを低 くすればする柁 readingclozeと同様､
有効な測定方法になりうる｡
3.2 クラスおよび被験者数
平成元年度
2年 1組 普通科理科系進学クラス 45名
2年4組 普通科文科系進学クラス 45名
3.3 使用テスト
平成元年度 ((1)(2)はそれぞれ第1回 【7月実施】､第2回 【1月実施】を表す)
(1)8･RC=第1回 8thwordReadingCloze (8番目の語を削除) [7月実施】
(2)8･RC=第2回 8thwordReadingCloze (8番目の語を削除) [1月実施】
F･RC=FunctionwordReadingCloze (機能語を削除) 【7月実施]
C･RC=ContentwordReadingCloze (内容語を削除) 【7月実施]
(1)L･C･=第1回 ListeningCloze 【7月実施】 (削除した10番目の語の所でチャイムを
入れ4秒間のポーズを置く｡そして､同じ materialを3回繰り適 してきく｡)
(2)L･C･=第2回 ListeningCloze t1月実施】 (削除した10番目の語の所でチャイムを
入れ4秒間のポーズを置く｡そして､同じ matcrialを3回繰り返 してきく｡)
(1)lI･T･=第1回福井県英語放送テスト D 【7月実施】
(2川･T.=第2回福井県英語放送テス ト D【1月実施】
(1)模試=第1回進研傾擬試験 〔7月実施】
(2)模試=第2回進研模擬試験 [1月実施】
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3.4
Table1
結果 (ここにおける相関係数の検定は **Pく0.001 辛P〈O.005である｡)
2年1組 (各テストの相関)
(lJ8.RCど.RCC.RC(1)L.C.
(1)8.RC 1.00 .48** .63** .47*
F.RC
C.RC
(目し.C.
日川.T.
(1)模試
1.00 .64** .33
1.00 .33
1.00
Table2 2年4組 (各テストの相関)
(1)8.RCF.RCC.RC(1)L.C.
(1)8.RC 1.00 .55** .69** .49**
F.RC 1.00 .58** .47*
C.氏
(目し.C.
(1)lI.T.
(1)模試
Table3
1)
(2)8.RC
(2)L.C.
(2川.T.
(2)模試
Table4
(2)8.RC
(2)L.C.
(2)fI.T.
(2)模試
Table5
(1)8.RC
(2)8.RC
F.RC
C.RC
(1)L.C.
(2)L.C.
1.00 .51**
1.00
(1川.T.(1)模試
.44* .66**
.50** .45*
.41 .58**
.65** .24
1.00 .39
1.00
(1川 .T.(1)模試
.45* .71**
.51** .52**
.50** .64**
.64** .31
1.00 .46*
1.00
2年1組 (各テス トの相関)
(2)8.RC(2)L.C.(2川.T.(2)模試
1.00 .51** .52** .69**
1.00 .59** .39
1.00 .42*
1.00
2年4組 (各テス トの相関)
(2)8.RC (2)L.C.(2)Il.T.(2)模試
1.00 .71** .55** .70**
1.00 .65** .61**
1.00 .51**
1.00
(両クラスの点数と標準偏差)
1組
点数 標準偏差
36.3 11.9
45.7 日.1
30.2 9.7
31.4 11.0
20.5 12.6
29.3 11.9
4組
点数 標準偏差
43.7 9.9
50.1 10.2
37.2
36.9
36.1
48.9
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7.9
9.4
13.4
14.3
? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
? ? ? ? ? ??
??
?
?
? ? ? ? ?? ? ? ? ? ? ? ? ? ?? ? ? ??
? ??
(1川.T.
(2川.T.
(1)模試
(2)模試
49.3
50.5
27.5
33.9
???????????
???? 13.0
68.2 12.8
36.8 9.6
42.0 10.2
Table6 ( (1)L.C.と ( 2 )L.C. の 1 組 と 4 組 の T 検 定 )
1 組
tl)L.C.点数 20.5
標準偏差 12.6
(2)L.C. 点数 29.3
標準偏差 1.9
T=3.368
dr=88
4組
36.1
13.4
48.9
14.3
T=4.333
dr=88
* pく0.005 **pく0.001
Table7 (KR-21による各テス トの信頼度係数)
1組
(1)8.RC
(2)8.RC
F.RC
C.RC
(1)L.C.
(2)L.C.
(1川.T.
(2川.T.
(1)模試
(2)模試
.85
.81
.78
.83
???? ????
?
?
?
? ?
? ?
? ?
?
?
?
3.5 考察
第1回目のテストの中において､readingcloze ((I)8.RC､F.RC､C･RC)の中では nthcloze
fornatを用いた 8.RCが煩も点数が商い｡ (43.7､36.3) 【Table5参照】これは､学習者にとっ
て functionwordsや contentwordsを blanksにした CTよりも nthCTの方がやり易いと思わ
れる｡また､これらの readingclozeの中で模試と最も相関が商いのも 8.RCである｡ (･66､
.71)それで､:模試が学習者の学力を測定するのに適当なテス トであるとすれば､8.RCもその妥当
性は高いと言えよう｡従って､第2回目のテス トでは 8.RCのみを用いた｡(1)L.C･については､
同 じ舌声言語を用いた fl.T.以外とはあまり相関はない｡ (1組においては (1)8･RCとは ･47､
F.RCとは .33､C.RCとは .33､模試とは .24､l.T.とは .65:4組においては (1)8.RCとは
.49､F.RCとは .47､C.RCとは .51､模試とは .31､m.T.とは .6LI) rTab)osl.2参照】
第2回目のテストでは､2年1組において､(2)L.C.は他のテストと相関が1号T･t.がっている｡
(8.RCとは .47から .51､模試とは .24から .39) 【Tablesl,3参照】しかし､LLやAET
などを純絹的に利用 して西声再話円に旧札させてきた2隼4紬においては(2日･.C･は他のテス トとの
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??? ? ? ? ?? ? ? ? ? ?? ? ? ?
相関がかなり拓くなっている｡ (8.RCとは .49から .71､傾抗とは .31から .61) lT8bles2.
4参照】そして､点数においても (2)L.C.は1組と比べるとかなり荷くなっている｡ (1組におい
ては 20.5から 29.3 点g!_8.8:4組においては 36.1から 48.9 点差 12.8 : T検定では､
1組 **Pく0.005､4糾 **Pく0.001で4組の方がより布意に差がある｡) [Tables5,6参照】
ただし､両クラスとも同 じ昏声言訳テストである Il.T.とはあまり相関は変わっていない｡ 【1
組においては (1)L.C.と (l川.T.は .65､(2)L.C.と (2川.T.は .59:4組においては(1)L.C.
と (1川.T.は .64､(2)L.C.と (2川.T.は .65]
また､KR-21による各テス トの侶頼度係数はすべて高く､倍頼性があるテス トである｡
lTable7参照】 また､L.C.と H.T.との相関係数 (併存的妥当性係数)も高い方であり､音声ヽ
言語としての妥当性があるといえる｡
以上のことから､CT､特に nthCT､は学習者の学力を測定するのに有効な方法であると言える｡
また､L.C.も LLやAETを積極的に利用して音声言語に多く触れさせるなど phonological
barriersを低 くすれば readingclozeとはぼ同様有効な測虚方法になりうる｡従って､仮説 (1)
(2)はほぼ証明されたことになる｡
4.おわ りに
CTは､言語の総合的な能力を測定するのに適当な方法であると言われているが､この実践の中
でそれははば証明された｡そして､readingCTと同様 list.e°ingCTも Iisteningの方から学習
者の学力を測定するのに適当な方法であることも確認されたと思う｡さらに､測定のためだけでな
く､実際教室で学習者に listeningCTを行ってみて､集中力という観点から listeningの訓練と
しても非常に効果のある方法であるとも思っている｡今後､その効果の方の研究も行っていきたい｡
(福井県立 絹江高等学校)
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